
平成２５年 11 月１日 第３1号香美市議会だより

8

調
査
年
月
日

８
月
19
日
～
21
日

視
察
先

◎
広
島
県　

安
芸
高
田
市

◎
鳥
取
県　

境
港
市

◎
岡
山
県　

真
庭
市

　

平
成
16
年
３
月
に
旧
高

田
郡
の
６
町
が
合
併
し
て

安
芸
高
田
市
と
な
る
。

　

全
市
域
に
任
意
の
地
域

振
興
組
織
を
32
設
置
し
、

そ
の
活
動
・
育
成
支
援
を

通
じ
、
住
民
の
自
治
機
能

の
向
上
、
地
域
ニ
ー
ズ
の

把
握
や
地
域
活
力
の
維
持

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

川
根
振
興
協
議
会
は
昭

和
47
年
２
月
に
設
立
さ
れ
、

安
芸
高
田
市
が
住
民
自
治

組
織
の
モ
デ
ル
と
し
た
協

議
会
で
あ
る
。

　

「
要
求
型
の
ま
ち
づ
く

り
か
ら
提
案
型
の
ま
ち
づ

く
り
へ
」
や
「
自
助
、
共

助
、
公
助
、
近
所
」
ま
た
、

「
自
分
が
年
老
い
た
時
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

経
済
活
動
や
交
流
活
動
、

福
祉
活
動
な
ど
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
同
振
興
協
議

会
の
住
民
自
治
の
あ
り
方

や
地
域
活
力
の
維
持
向
上

の
取
組
み
は
本
市
の
施
策

策
定
に
活
か
さ
れ
た
い
。

　

平
成
16
年
の
市
長
選
挙

時
の
公
約
に
基
づ
き
、

「
境
港
市
み
ん
な
で
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
が
平
成
19 

年
７
月
施
行
さ
れ
た
。
条

例
策
定
に
は
公
募
委
員
３

名
を
含
む
市
民
12
名
と
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
島
根
大
学

准
教
授
）
が
中
心
と
な
っ

て
策
定
さ
れ
た
。
実
効
性

を
も
た
せ
る
た
め
に
境
港

市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り

推
進
会
議
を
設
置
し
、
推

進
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

境
港
市
は
「
ま
ち
づ
く

り
総
合
プ
ラ
ン
」
で
、
全

国
ブ
ラ
ン
ド
の
「
さ
か
な
」

と
「
鬼
太
郎
」
を
活
か
し

た
経
済
振
興
に
「
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
」
と
周
辺
環

境
整
備
を
位
置
づ
け
、
Ｊ

Ｒ
、
観
光
協
会
な
ど
官
民

を
挙
げ
て
ハ
ー
ド
面
、
ソ

フ
ト
面
で
知
恵
を
絞
り
な

が
ら
交
流
人
口
増
に
向
け

た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

ブ
ロ
ン
ズ
像
１
５
３
体
、

レ
リ
ー
フ
５
基
、
妖
怪
神

社
、
水
木
し
げ
る
記
念
館

な
ど
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
観
光
客
増
を
め
ざ
し
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
に
よ
る
重
点
施
策
の

検
討
、
推
進
な
ど
前
向
き

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
は

大
い
に
参
考
と
な
る
。

　

平
成
17
年
に
９
町
村
が

合
併
し
て
で
き
た
真
庭
市

は
８
２
８
平
方
㌔
㍍
の
面

積
を
有
し
、
豊
か
な
森
林

資
源
や
地
域
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
る
。
合
併
時
、
全

体
の
70
％
が
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
難
視
聴
地
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
化

の
推
進
が
重
点
施
策
と
な

っ
た
。

　

市
は
農
林
水
産
省
の
交

付
金
と
合
併
特
例
債
の
活

用
で
、
情
報
基
盤
を
整
備

し
、
行
政
情
報
の
音
声
告

知
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

市
内
無
料
電
話
や
気
象
情

報
の
配
信
、
遊
休
農
地
情

報
、
防
災
情
報
、
安
否
確

認
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
。

　

市
内
農
業
者
の
所
得
向

上
と
農
産
物
の
生
産
増
加

を
目
指
し
、
営
農
指
導
、

市
内
の
直
販
所
間
で
農
産

物
を
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、
農

業
情
報
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
ネ

ッ
ト
」
の
整
備
、
京
阪
神

へ
の
直
販
所
の
出
店
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
「
Ａ
ネ

ッ
ト
」
の
整
備
で
広
い
市

域
で
の
品
揃
え
の
充
実
、

売
れ
筋
へ
の
対
応
な
ど
が

可
能
と
な
り
、
大
阪
・
高

槻
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
真
庭
市
場
」
は
利
用
者

の
評
判
も
良
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

情
報
基
盤
の
整
備
と
情

報
通
信
技
術
の
活
用
は
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
。
真
庭
市

の
取
り
組
み
は
先
進
的
で

あ
る
。

行
政
視
察
の
報
告

総
務
常
任
委
員
会

水木しげる記念館

安
芸
高
田
市

川
根
振
興
協
議
会
の

取
り
組
み

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

真
庭
市

情
報
化
の
推
進
で

サ
ー
ビ
ス
向
上

境
港
市
み
ん
な
で

ま
ち
づ
く
り
条
例
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調
査
年
月
日

７
月
29
日
～
31
日

視
察
先

◎
兵
庫
県　

芦
屋
市

◎
鳥
取
県　

倉
吉
市

◎
鳥
取
県　

日
南
町

①
上
水
道
事
業

　

３
２
０
カ
所
被
害
。
自

己
水
源
、
水
道
企
業
団
双

方
の
被
災
で
全
戸
断
水
と

な
り
、
応
急
給
水
１
週
間

の
後
、
一
部
を
除
い
て
復

旧
完
了
。
全
国
か
ら
の
応

援
が
大
き
い
。
以
後
、
飲

料
水
兼
貯
水
槽
の
設
置
、

老
朽
管
の
切
り
替
え
を
順

次
行
っ
て
い
る
。

②
下
水
道
事
業

　

管
渠
総
延
長
２
２
０
㌔

㍍
の
う
ち
24
㌔
㍍
が
被
災
。

終
末
処
理
場
も
被
災
。
処

理
場
の
機
能
回
復
は
突
貫

工
事
で
１
月
末
完
了
。

　

管
渠
の
応
急
復
旧
は
多

く
の
支
援
で
長
期
に
わ
た

り
実
施
。
仮
設
ト
イ
レ
は

ピ
ー
ク
時
１
０
０
０
基
、

バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
の
手
配

に
苦
労
。
下
水
道
台
帳
の

分
散
管
理
が
重
要
で
あ
る
。

③
道
路
事
業

　

被
災
延
長
47
㌔
㍍
、
被

災
橋
梁
12
橋
。
建
物
倒
壊

に
よ
り
市
街
地
復
興
の
た

め
３
カ
所
の
土
地
区
画
整

理
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

橋
梁
は
順
次
耐
震
化
を
推

進
。

　

震
災
の
全
体
像
か
ら
、

初
期
対
応
の
重
要
性
を
強

く
感
じ
る
。
上
水
道
に
つ

い
て
は
応
急
給
水
を
含
め
、

水
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
る
。
本
市
は
液
状
化
の

心
配
は
無
い
も
の
の
、
終

末
処
理
場
被
災
の
可
能
性

が
強
く
、
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。

　

議
員
発
議
に
よ
り
「
く

ら
し
よ
し
産
業
元
気
条
例
」

を
制
定
し
、
併
せ
て
地
域

産
業
振
興
戦
略
会
議
を
設

置
す
る
等
、
き
め
細
か
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
条

例
の
最
大
の
特
徴
は
市
長

に
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
義

務
付
け
、
進
捗
状
況
や
成

果
の
検
証
も
戦
略
会
議
で

具
体
的
に
行
う
点
で
、
本

条
例
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大

賞
を
受
賞
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
既
存
企

業
の
経
営
基
盤
強
化
・
企

業
誘
致
・
空
き
店
舗
対
策

・
農
商
工
連
携
に
よ
る
新

産
業
創
出
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

観
光
振
興
も
「
見
て
、

触
れ
て
、
体
験
で
き
る
独

自
の
滞
在
型
観
光
地
」
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

条
例
制
定
か
ら
取
り
組

み
を
具
体
化
し
、
地
域
産

業
振
興
で
市
民
生
活
の
向

上
を
目
指
す
一
貫
し
た
施

策
推
進
を
評
価
す
る
。
本

市
に
も
生
か
し
た
い
。

①
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
事
業

　

環
境
・
社
会
・
経
済
の

面
か
ら
適
切
な
森
林
管
理

を
促
進
す
る
認
証
を
取
得

し
、
対
象
面
積
を
２
万
㌶

に
拡
大
。
木
材
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
町
有
林
が
吸
収
す

る
二
酸
化
炭
素
６
６
０
０

㌧
の
販
売
開
始
。
ま
た
、

林
業
研
修
制
度
な
ど
の
助

成
制
度
を
設
け
る
な
ど
、

平
成
20
年
か
ら
５
５
０
人

の
転
入
者
を
迎
え
て
い
る
。

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
事
業

　

議
員
発
議
で
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進

条
例
を
制
定
し
、
太
陽
光

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・
小

水
力
発
電
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
売
電
収
入
で
町
民

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
業
が

推
進
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

本
市
同
様
、
約
90
％
の

山
林
面
積
を
有
し
て
お
り
、

森
林
資
源
活
用
が
非
常
に

参
考
と
な
る
。
木
材
輸
入

自
由
化
を
教
訓
に
、
町
と

森
林
組
合
が
大
学
の
研
究

者
を
交
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

近
未
来
の
林
業
の
姿
を
考

察
し
て
い
る
点
を
評
価
す

る
。お

詫
び
と
訂
正

　

第
30
号
の
26
ペ
ー
ジ
の

議
会
報
告
の
見
出
し
の

「
報
告
に
体
す
る
質
疑
」

は
「
報
告
に
対
す
る
質
疑
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

芦
屋
市

大
震
災
後
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

倉
吉
市

「
く
ら
し
よ
し
産
業

元
気
条
例
」
を
制
定

日
南
町

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
促
進
条
例
」
を
制
定

森のモリくん
©やなせたかし
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